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プラズマナノプロセスにおいてプラズマと

ナノ界面の相互作用ゆらぎの制御は重要課題

である。今回，筆者らは，反応性プラズマ中で

発生するナノ粒子とプラズマの２つのゆらぎ

の結合の時空間構造について検討した。 

実験には Fig. 1に示す容量結合型プラズマ

CVD装置を用いた。材料ガスとして Ar希釈し

た(Si(CH3)2(OCH3)2)を装置内に導入した。圧力

を 1.25Torrとした。60MHz120Vppの放電電圧を

放電電極に印加してプラズマを生成した。プラ

ズマに摂動を与えるため、放電電圧に変調周波

数 100Hz，変調度 30%で振幅変調を加えた。2

次元レーザ散乱法でナノ粒子量の時空間変化

を計測した[1]。放電開始後 t = 3sにおけるナノ

粒子量の 100Hzと 60Hz成分の振幅ゆらぎを

Fig. 2に示す。100Hzのゆらぎは主にプラズマ

ポテンシャルと帯電ナノ粒子の相互作用。

60Hzのものはラジカルとナノ粒子の相互作用

[2]に関連して発生していると考えられる。２

つの結合の時空間分布の比較より、２つの相互

作用ゆらぎは 50%一致していることが明らか

になった。今後、各相互作用に対して一致度を

評価することで相互作用ゆらぎ間の結合ネッ

トワークを定量できると考えられる。 
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Fig. 2. Spatiotemporal structure of interactions between reactive 

plasmas and nanoparticles at 3.00s  (a)100Hz fluctuation, 

(b)60Hz fluctuation. 

 

Fig. 1. Experimental apparatus.  
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